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１月
夜空に打ちあがる
　　　大輪の華
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■
風
を
地
域
の
資
源
と
し
て

　

さ
て
、
国
で
は
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
年

間
12
億
ト
ン
を
超
え
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
、

産
業
構
造
や
経
済
社
会
の
変
革
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
化
石
燃
料
を
大
量
に
燃
や
し
二

酸
化
炭
素
の
排
出
量
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ

り
、
地
球
温
暖
化
が
加
速
し
、
海
面
の
上
昇

や
酸
性
化
、
洪
水
、
干
ば
つ
な
ど
、
自
然
環

境
や
生
活
に
も
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
脱
炭
素
社
会
を
実
現
す

る
た
め
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
が
日

本
国
内
で
も
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
町
中
里
地
域
に
お
い
て
は
、
尾
別
地
区

に
中
里
風
力
発
電
所
が
昨
年
竣
工
し
ま
し
た
。

ま
た
、
小
泊
地
域
で
は
、
小
泊
漁
港
区
域
を

活
用
し
た
洋
上
風
力
発
電
事
業
が
計
画
さ
れ

て
い
る
ほ
か
、
日
本
海
沿
岸
で
も
多
く
の
事

業
者
が
洋
上
風
力
発
電
事
業
へ
の
参
入
を
検

討
し
て
い
ま
す
。
風
は
地
域
の
資
源
で
あ
り

ま
す
。
今
ま
で
利
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
風

を
大
い
に
活
用
し
、
地
域
振
興
、
産
業
振
興

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
デ
ジ
タ
ル
改
革

　

長
い
間
続
い
て
お
り
ま
す
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
と
の
戦
い
は
、
波
を
繰
り
返

し
な
が
ら
昨
年
11
月
か
ら
第
８
波
を
迎
え
て

お
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
の
同
時
流
行
も

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
末
年
始
を
ま
た
ぐ

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
初
春
を
清
々
し
い
気

持
ち
で
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
平
素
か
ら
町
政
の
推
進
に
対

し
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
８
月
の
豪
雨
災
害
に
よ
り
、
町

は
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
被
害
に
遭

わ
れ
ま
し
た
町
民
の
皆
様
に
、
心
か
ら
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
町
と
し
ま
し
て
は
、

国
・
県
と
協
力
し
、
先
月
発
行
し
ま
し
た
広

報
な
か
ど
ま
り
12
月
号
に
て
お
知
ら
せ
し
た

復
旧
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
基
づ
き
、
１
日

も
早
い
復
旧
、
復
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

要
望
書
に
ま
と
め
、
本
県
選
出
国
会
議
員
な

ど
に
手
渡
し
、
当
町
の
実
情
を
訴
え
な
が
ら

要
望
し
て
参
り
ま
し
た
。

■ 

地
域
の
光
は
町
の
光

　

当
町
で
は
「
青
森
県
型
地
域
共
生
社
会
」

の
実
現
に
向
け
た
実
証
実
験
や
取
り
組
み
が

下
前
・
折
戸
地
区
を
皮
切
り
に
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
心
に
は
集
落
点
検
を
は
じ

め
、
地
域
の
結
束
や
地
域
づ
く
り
に
奔
走
し

た
集
落
支
援
員
の
ご
活
躍
が
あ
り
、
昨
年
か

ら
は
名
乗
り
を
上
げ
た
各
地
区
に
集
落
支
援

員
が
設
置
さ
れ
、
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

生
ま
れ
育
っ
た
地
域
の
持
続
の
た
め
に
取
り

組
む
活
動
は
、
地
域
の
新
た
な
希
望
の
光
で

す
。
こ
の
光
の
輪
が
広
が
る
こ
と
で
、
当
町

を
ま
ば
ゆ
く
照
ら
し
、
持
続
可
能
な
ま
ち
に

導
く
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

町
議
会
と
し
て
も
、
希
望
の
光
が
い
つ
ま

で
も
爛
々
と
輝
く
よ
う
、
そ
し
て
町
民
の
皆

様
の
ご
負
託
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
さ

ら
に
精
進
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
こ
の
１
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し

て
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

係
機
関
と
の
調
整
に
臨
み
、
一
刻
も
早
い
復

旧
と
強
靱
化
に
向
け
て
尽
力
し
て
い
く
所
存

で
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

猛
威
は
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
あ
る
も

の
の
、
当
た
り
前
の
日
常
が
少
し
ず
つ
近
づ

き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
は
引
き

続
き
、
感
染
症
対
策
徹
底
に
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

■ 

人
口
減
少
下
で
の
持
続
可
能
性

　

当
町
の
人
口
は
、
令
和
４
年
11
月
末
日
現

在
で
は
１
０
，０
５
０
人
で
す
が
、
平
成
30

年
に
公
表
の
推
計
で
は
、
２
０
４
５
年
に
は

４
，０
２
１
人
に
な
る
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

推
計
公
表
後
の
令
和
２
年
国
勢
調
査
で
は
、

こ
の
推
計
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
人
口
減
少
が

進
ん
で
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

私
ど
も
町
政
に
携
わ
る
者
と
し
て
は
、
人
口

減
少
下
に
あ
っ
て
も
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
を

落
と
す
こ
と
な
く
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
当
町
の
基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
と
漁
業
が
持
続
可
能
な
発
展
を
遂
げ

る
よ
う
、
昨
年
６
月
に
「
本
県
沖
日
本
海
に

お
け
る
洋
上
風
力
発
電
事
業
の
推
進
に
つ
い

て
」
と
「
農
地
中
間
管
理
機
構
関
連
農
地
整

備
事
業
と
一
体
的
に
実
施
す
る
水
路
等
の
付

帯
施
設
設
備
の
拡
充
に
つ
い
て
」
の
２
点
を

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お

健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ

り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
町
議
会

に
対
し
ま
し
て
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
８
月
の
大
雨

災
害
で
は
、
未
曾
有
の
降
雨
量
に
よ
っ
て
町

内
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

家
屋
な
ど
の
浸
水
を
は
じ
め
、
道
路
や
河
川

と
そ
の
周
辺
、
そ
し
て
当
町
の
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
に
も
深
い
爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。

　

被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
は
、
心
か
ら
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
災
害
対
応

に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
全
て
の
関
係
各

位
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
議
会
と
し
ま
し
て
は
、
情
報
収
集
と
関

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
な
り
ま
し
た
が
、
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実
施
に
よ
り

新
規
感
染
者
数
は
徐
々
に
抑
え
ら
れ
る
も
の

と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
改
革
の
推
進
に
よ
る

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
新
し
い
社
会
作
り
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。
楽
天
Ｅ
ｄ
ｙ
な
ど
の
電

子
マ
ネ
ー
を
町
内
の
各
店
舗
で
利
用
で
き
る

よ
う
に
端
末
機
の
導
入
を
推
進
し
ま
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
私
た
ち
の
生
活
は
ま
す

ま
す
便
利
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
が
全
国
民
に
取
得
を
お
願
い
し

て
い
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
我
が
町

が
昨
年
、
県
内
で
ト
ッ
プ
の
交
付
率
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
も
全
町
民
に
取
得
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
健
康
保

険
証
や
運
転
免
許
証
の
代
わ
り
と
な
る
の
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
３
月
中
に
は
、
全
国
の

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
住
民
票
、
印
鑑

証
明
書
、
納
税
証
明
書
な
ど
の
各
種
書
類
を

取
得
で
き
る
よ
う
、
町
で
も
準
備
を
進
め
て

お
り
ま
す
。
近
い
将
来
、
各
種
行
政
手
続
き

を
自
宅
に
い
な
が
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
こ

と
が
当
た
り
前
の
時
代
と
な
っ
て
い
く
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

■
地
域
力
を
高
め
安
心
な
生
活
を

　

当
町
の
み
な
ら
ず
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る

人
口
減
少
問
題
は
全
国
的
な
課
題
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、
昨

年
４
月
か
ら
25
行
政
区
で
兼
任
集
落
支
援
員

を
配
置
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
人
口
が

減
っ
て
い
く
中
で
地
域
を
維
持
し
て
い
く
た

め
に
は
、
地
域
内
の
つ
な
が
り
が
大
切
に
な

っ
て
き
ま
す
。
町
内
会
長
な
ど
が
集
落
支
援

員
を
兼
ね
る
兼
任
集
落
支
援
員
に
は
、
地
域

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
性
化
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
、
地
域
住
民
一
人
一
人
が
地
域
の

こ
と
を
自
分
ご
と
と
し
て
関
わ
り
、
自
分
た

ち
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
に
す
る
た
め
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
地
域
の

課
題
を
見
つ
け
、
１
つ
ず
つ
解
決
し
て
い
く

こ
と
が
、
結
果
と
し
て
地
域
力
を
高
め
、
人

口
減
少
社
会
に
あ
っ
て
も
、
安
心
し
て
地
域

で
暮
ら
し
て
い
け
る
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
や
地
域
に
は
、
た
く
さ
ん
の
解
決
す
べ

き
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
常
に
変
わ
り
ゆ
く

社
会
の
流
れ
や
国
の
動
向
も
注
視
し
な
が
ら
、

情
報
を
正
し
く
分
析
し
、
適
時
適
確
に
対
応

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

当
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
一
次
産
業
「
大

地
の
恵
と
海
の
幸
」
で
し
っ
か
り
食
べ
て
い

け
る
持
続
可
能
な
ま
ち
、
町
民
の
皆
様
が
安

心
し
て
楽
し
く
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
日
々
の
公
務
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
町
政
運
営
に
対
し

ま
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
心
か
ら
お
祈
り
し
、
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

 

町 

長
濱 

舘 
豊 
光

町
議
会
議
長

川 

山 

光 

則

大地の恵と海の幸
　持続可能なまちへ

希望の光が続くよう
さらに精進

中 泊 町 副 町 長 横 野 彰 吾

中泊町教育委員会教育長 鈴 木 信 也

中泊町選挙管理委員会委員長 山 本 孝 男

中泊町代表監査委員 外 﨑 良 造

中泊町固定資産評価
　審査委員会委員長 佐 藤 恭 一

中泊町農業委員会会長 松 坂 龍 美

中 泊 町 消 防 団 団 長 成 澤 清 志

謹んで新年のご祝詞を申し上げます
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　現在の老人福祉センターに代わるまったく新しい
施設として計画が進められてきた（仮称）中泊町総合
福祉センターの工事が始まりました。町のにぎわい
創出のため、老若男女が集う新たな拠点として令和
5年度の完成、供用開始を予定しています。

　令和４年３月15日に竣工となり、令和４年度か
ら中泊町初の小・中一貫校となるこどまり学園が開
校しました。

　コロナ禍、過疎化の進展における地域課題の解決
に資するビジネスプランや新たなローカルビジネス
の創出に向けた取組みなどを支援することによって、
次代を担う人材の企業・創業などの新たなチャレン
ジを促進し、地域経済の発展に寄与することを目的
としたNAKADOMARIビジネスプランコンテスト
2022が開催されました。

　2015年にデビューし2019年にリニューアルされた新・ご当地グルメ「中泊メバルの刺身と煮付け膳」
が提供10万食、2021年にデビューした「中泊トマト海鮮ラーメン」が１万食を突破しました。

　８月３日からの大雨は、当町にも多くの被害を与えました。現在町では、先月号でもお知らせしたとおり、
土木施設・農地・農業用施設・林道などの復旧工事を行っています。

今
年
も
上
位
大
会
出
場
な
ど
、
将
来
の
ス
タ
ー
た
ち
の
活

躍
が
光
り
ま
し
た
。

2022
なかどまり10大ニュース
中泊メバルの刺身と煮付け膳が10万食、中泊トマト海鮮ラーメンが１万食突破

８月３日からの大雨災害で当町にも大きな被害

（仮称）中泊町総合福祉健康センターが着工

今年も新たなグルメやお土産品が発売されました

こどまり学園が開校

五
林
神
社
五
輪
塔
が

県
重
宝
指
定

金
多
豆
蔵
人
形
劇
が

県
褒
賞
受
賞

ビジネスプランコンテストを開催

北部中央消防署が完成

嬉しい成果の報告
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 2023. 

金多と豆蔵になりきって即興劇
を行い、演技力・面白さ・津

軽のもつけ（お調子者）さを競う金多
豆蔵人間コンテストが12月10日㈯
に津軽中里駅構内駅ナカにぎわい空
間にて行われました。
　コンテストには総勢６組12人が
参加し、青森市や五所川原からの参
加者もいました。
　金多豆蔵人形一座の木村巌さんは
「みなさんが金多と豆蔵になりきっ
て演技するのを楽しみにしていた。
これを機に継承したいと思ってくれる人が出てきてくれると嬉しい」と話しました。
　コンテストの結果、優勝は加藤則子さんと夏原謙二さんのペアに決まりました。優勝したペアには、町
内商品券２万円分と町特産物の詰め合わせが贈られました。

中里こども園が、11月23日㈬が勤労感
謝の日であったことから、12月16日

㈮に役場を訪れ、日頃の感謝を込めてピア
ニカとハンドベルの演奏をしました。
　園児らは「これからも元気にお仕事がん
ばってください」と職員にエールを贈りま
した。
　町長は「素晴らしい演奏ありがとうござ
います。皆さんに元気をいただきながらこ
れからも町のためにがんばっていきます」
と感謝の言葉を述べました。

離れた同世代の複式学級の子ども
たちがICT機器の活用を通して、

心を通わせたり、情報収集したりする
ための方法の一つとして理解すること
を目的とし、12月12日㈪に薄市小の４、
５年生が三好小学校５、６年生とオン
ライン交流会を行いました。
　児童らは中泊町の紹介や学校・学級
の紹介をし、普段話すことが無い他校
との交流を楽しんでいました。

公共の福祉の増進に貢献した人や町民の
模範となるべき人を表彰する町善行・

功労者表彰式が11月22日㈫に総合文化セン
ター「パルナス」で行われ、１団体と個人
19人を表彰しました。
　町長は「皆さんの尽力に感謝します。今後
もより一層、活躍してほしい」とあいさつし
ました。
　受賞者は次のとおりです。
【個人善行表彰】　　・宮下　一雄
　　　　　　　 　　・宮下　一也
【団体善行表彰】　　・株式会社ホワイトドリーム（升田敏則代表取締役社長）
【個人功労者表彰】　・今　　継逸（学校歯科医）　　　　　・秋田谷雪枝（中泊町食生活改善推進員）
 　　　　　　　　　・角田　好隆（保護司）　　　　　　　・渋谷　鶴乃（中泊町食生活改善推進員）
 　　　　　　　　　・横山　義博（行政連絡員）　　　　　・成田リキコ（中泊町食生活改善推進員）
 　　　　　　　　　・佐々木　茂（行政連絡員）　　　　　・佐藤美恵子（中泊町食生活改善推進員）
 　　　　　　　　　・秋元　貞子（中泊町保険協力員）　　・藪田由比子（中泊町食生活改善推進員）
 　　　　　　　　　・中村千鶴子（中泊町保険協力員）　　・成田　順子（中泊町食生活改善推進員）
 　　　　　　　　　・大屋　修子（中泊町保険協力員）　　・佐藤　明男（中里派立納税貯蓄組合会計）
 　　　　　　　　　・宮越　友江（中泊町保険協力員）　　・松舘　和弘（薄市上納税貯蓄組合組合長）
 　　　　　　　　　・長利　弘貴（上豊岡納税貯蓄組合会計）

台風や暴風雪などの異常気象時などに小泊岬南灯台の
灯火の監視業務に従事しており、灯火の異常を発見

した場合は早期に海上保安部へ情報伝達し、海上交通の安
全確保に多大な貢献を行った下前漁業協同組合が12月７
日㈬に青森海上保安部長に表彰されました。

町建設業協会（会長・平山久宗）が12月６
日㈫に大沢内克雪センターで、除排雪

作業の安全祈願祭を行いました。
　祈願祭には町長や、受注者である同協会関
係者など約30人が参加し、除排雪作業の安
全を祈りました。
　町長は「町民の冬場の安心安全を守るため
にがんばってほしい」と話しました。

津軽のもつけさを競う
金多豆蔵人間コンテスト開催

いつもありがとうございます！
中里こども園が職場慰問

ネットを使っての交流
薄市小でオンライン交流会

町発展への功績をたたえる
善行・功労者表彰式

多大な貢献に感謝
下前漁業協同組合が青森海上保安部長表彰

町民の安全を守るために
除排雪業務安全祈願祭

まちの話題 Topicsまちの話題Topics
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　町では指定管理者制度を導入している次の施設の指定期間満了に伴い、令和５年４月１日からの指定
管理者を募集します。指定管理者制度の趣旨や施設ごとの設置目的を理解いただき、効果的、効率的に
管理運営を行うことができる団体を募集します。
《対象施設》

《募集要項》
　 　施設及び業務内容のほか、申込み資格や提出書類など具体的な内容は募集要項に記載します。募集

要項は希望者のみへの配布とし、上記表内の担当課で行いますのでお問合せください。
《募集要項の配布と申請の受付》※土日・祝日を除く
　　配布時期…令和５年１月10日㈫～１月23日㈪　配布希望者に限ります。
　　受付期間…令和５年１月10日㈫～１月30日㈪　期日厳守とします。
　※申請資格や提出書類などは、必ず募集要項を確認してください。

　令和４年７月30日着工の中
里城跡史跡公園展望台等改修工
事が11月30日をもって終了し
ました。
※当公園は、冬季間利用可能で
すが、除雪作業などは行われま
せんのでご了承ください。

なんでも行政相談
日　時…１月27日㈮ 午前９時～正午
場　所…役場相談室２
行政相談委員…伊藤 定照、藪田 由比子
※ 行政相談は、住民から寄せられた苦情や意見・
要望を、住民と関係行政機関との間に立って、
公正・中立な立場から必要なあっせんを行い、
その解決や実現の促進を図ります。

※ 中止の場合は防災無線で周知します。

　主催 町社会福祉協議会

中 里 地 域 小 泊 地 域

１月18日㈬　佐々木　守善

　　　　　　秋 元　武 弘

１月18日㈬　秋田谷　徳美

　　　　　　長内　ヱツ子

相談場所　役場相談室２　
相談時間　午前９時～正午

相談場所　日本海漁火センター
　第１研修室

相談時間　午前９時～正午　　

　令和５年度の供用開始を予定している（仮称）中泊町総合福祉健康センターの工事は、温泉ピットのコ
ンクリート打設を行いました。また、令和４年中の工事は12月28日をもって終了となります。年明け
は1月6日から再開となりますので、引き続き近隣住民の皆さまにはご理解、ご協力を賜りますようお
願い申し上げます。

　中央公民館では、一年間、皆さまのご守護をいた
だいたお札・お守り・破魔矢・しめ飾り・門松など
のお正月飾りを、お祓いの後で天火として昇神させ、
無病息災・五穀豊穣を祈願する「どんと焼き」を開
催します。
◆日時…令和５年１月❶❺日㈰　午前９時❸⓪分祈祷
　※ 受付は、当日午前８時から午前９時30分まで

（時間厳守のこと）。ただし強風など悪天候の場
合は中止となる場合があります。

◆場所…町運動公園第３駐車場（運動公園正面階段手前）
◆持参にあたっての注意事項
　 焼けないもの…正月飾りや神符・縁起物などから、

プラスチックなどの化学製品・塩化ビニール製品
は必ず取り外した上でご持参ください。焼却時に
ダイオキシンや有害物質が発生して危険です。空
きビン・餅・ミカンなどは燃えませんので絶対に
出さないでください。

１．店舗面積　　約108㎡
　　※客席68㎡　厨房30㎡　食品庫など10㎡
２．営業日
　　原則として特産物直売所ピュア営業日の範囲内
３．営業時間
　　 原則として特産物直売所ピュア営業時間の範囲内
４．要件・申込み方法など
　　 詳細は説明会と町ホームページなどでお知らせします
５．説明会
　⑴日時…令和５年１月18日㈬ 午前10時から
　⑵場所…農村活性化施設「多目的ホール」
　　　　　（ 中泊町大字八幡字日向334 特産物直売

所ピュア隣）
　⑶参加申込み
　　 参加申込書により１月16日㈪までお申し込

みください
　※ 参加申込書は町ＨＰからダウンロードするか、

農政課と小泊支所に備え付けてあります。
　※ 出店を希望される方はできるだけ参加してく

ださい。
６．出店申込み受付期間
　　１月19日㈭～２月３日㈮
　　※出店者の決定は２月中旬を予定しています。

No. 施　設　名　称 所在地 担　当　課 お問い合わせ先

１ 中泊町折腰内オートキャンプ場 小 泊 水産商工観光課 57－2111（内線1613）

２ 中泊町折腰内交流施設（ポントマリ） 小 泊 水産商工観光課 57－2111（内線1613）

３ 中泊町すくすくこどまり館 小 泊 水産商工観光課 57－2111（内線1612）

４ 中泊町基幹集落センター 小 泊 水産商工観光課 57－2111（内線1612）

５ 中泊町徐福の里物産品直売所 小 泊 水産商工観光課 57－2111（内線1613）

６ 中泊町高齢者生活福祉センター 小 泊 福　祉　課 57－2111（内線1515）

　の納期限です。忘れずに納めましょう。
※ 口座振替をされている人の引き落とし日は、
　１月25日㈬です。残高をご確認ください。
※ 町税の納付は、便利で安心確実な口座振替をご利

用ください。　
問  税務課庶務徴収係 内  1215・1216

１月31日は
国民健康保険税　７期

指定管理者を募集します 問  総務課行政情報係 内  2015

中里城跡史跡公園の改修工事が終了しました
問  教育課社会教育係 内  1924

展望台からの町の様子

（仮称）中泊町総合福祉健康センター工事の進捗状況のお知らせ
計画に関すること 問  総合戦略課企画係 内  2025 ／ 工事に関すること 問  環境整備課 内  1914、1916

※左は派立商店街通り沿い方向から、右は町防災倉庫沿い方向からの写真 （12月16日現在）

「どんと焼き」開催!
問  中央公民館 ☎  57－2341

「特産物直売所ピュア」レストラ
ンの出店者を募集します

問  農政課企画振興係 内  1812
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申告期間…令和５年２月13日㈪～
　　　　　　　　　３月15日㈬
　令和４年分所得の申告相談を行います。この申
告結果は、町民税・県民税額を決定するだけでな
く、国民健康保険税や介護保険料、後期高齢者医
療保険料などの賦課資料となりますので、適正な
申告をしてください。
　申告日程・会場、申告相談に必要な書類などく
わしくは、広報12月号同時配布のチラシ「令和
５年度（令和４年分）町民税・県民税申告相談のお
知らせ」をご覧ください。

【雑損控除の申告】
　８月の大雨災害により被災した方で、町から交
付された罹災証明書などにより、住宅、家財など
に被害があることが確認できる方は、令和４年分
確定申告において雑損控除を申告することにより、
所得税などの軽減を受けられる場合があります。
　確定申告には、被災した住宅・家財などの損失
額を算出する「損失額の計算書」の提出が必要と
なります。
　町で令和４年分所得税の確定申告をする方で、
雑損控除を申告する場合は、申告期間前までに次
の書類を持参し、五所川原税務署で「被災した住
宅・家財等の損失額」の算出を必ず行ってくださ
い。（損失額の算出は町申告会場では行いませんの
でご注意ください）
　なお、五所川原税務署は予約制ですので、相談
に出向く日時などの予約を事前に行ってください。

（五所川原税務署：34－3136（音声案内２番））
《必要書類》
　①罹災証明書
　　※ 自家用車に損害を受けた方は、罹災証明書

がなくても対象になります。
　② 被害を受けた資産の明細（資産内容、取得時期、

取得価格など）が分かるもの
　③ 被害を受けた資産の取り壊し費用、除去費用、

修繕費用などの分かるもの
　④ 被害に遭ったことによって受け取る保険金な

どの金額が分かるもの

　マイナンバーカードを持つとこんなことが
できます！
　①保険証として利用できる
　② 限度額認定証がなくても医療費の請求が

安くなる
　③ 自身の薬剤情報、特定健診情報などが見

られる

　マイナンバーカードをお持ちでない方は次
の方法でマイナンバーカードの取得申請をす
ることができます。
１．スマートフォンによるオンライン申請
　　 【 必要なもの】オンライン申請用QRコー

ド、スマートフォン、顔写真データ
　※ スマートフォンで申請する

方は右のQRコードから申
請してください。

２．パソコンによる申請
　　 【 必要なもの】
　　　 申請用ID（申請用WEBサイトから）、

パソコン、顔写真データ
３．郵便による申請
　　 【 必要なもの】
　　　交付申請書、顔写真、返信用封筒
４． マイナンバーカード申請に対応している、

まちなかの証明写真機からの申請
　　 【 必要なもの】オンライン申請用QRコー

ド、証明写真用の代金

　申請後、審査を経て、概ね１ヶ月ほどでお
手元に交付通知書（はがき）が届きますので、
町民課窓口か小泊支所にてマイナンバーカー
ドをお受け取りください。
　なお、受取の際は本人が来庁し、通知カー
ド、交付通知書、本人確認書類（運転免許証
など）を持参してください。
●マイナンバー総合ダイヤル受付時間
　平　日……午前９時30分～午後８時00分
　土日祝日…午前９時30分～午後５時30分

●セ ルフメディケーションとは
　 　平均寿命が長くなり、生活習慣病などに悩む方が増えてきている現代において、いかに毎日を健康

に生きるかが問われています。そこで注目されているのが「セルフメディケーション」です。「自分
自身の健康に責任を持ち、軽度な身体の不調は自分で手当てすること」を意味しています。
●セ ルフメディケーションの効果
　①毎日の健康管理の習慣が身につく
　②医療や薬の知識が身につく
　③医療機関を受診する手間と時間を省ける
　④通院が減ることで、全体の医療費増加が抑制される
　⑤セルフメディケーション税制での所得控除が受けられる場合がある
●取 り組み方法
　 　日頃から適度な運動やバランスのよい食事、十分な睡眠を心がけ自然治癒力を高めましょう。毎年

の健康診断を受け、自分の健康状態や生活習慣をチェックし、軽度な体調不良はOTC医薬品を上手
に活用し自分で手当てするようにしましょう。
●O TC医薬品とは
　 　薬局やドラッグストアなどで処方箋なしに購入できる医薬品のことです。医師によって処方される

医薬品から転用されたものはスイッチOTC医薬品とよばれています。購入の際は薬剤師や登録販売
員などの専門知識を持った人たちにしっかりと確認し、的確な薬を正しく使用しましょう。

　土地・家屋以外の事業用の有形固定資産で、その減価償却費が所得（法人）税法上必要経費とさ
れるものは、償却資産として固定資産税の対象となります。ただし、自動車税種別割または軽自
動車税種別割を課税されている自動車などは除きます。
　償却資産を所有している人は、多少にかかわらず１月１日現在の状況を１月31日㈫までに申
告してください。申告用紙は、前年度に申告のあった人には郵送しますが、新たに償却資産を取
得し申告用紙がない場合や、申告用紙の記載方法などのくわしい内容は問合せ先まで。

　令和５年４月から、小泊地域の保育施設は社会福祉法人みちのく会が運営することとなりまし
た。
　令和５年１月６日㈮に日本海漁火センターで保護者説明会を行い、入所の手続きを案内します。
【小泊地域保育施設】
　　　施 設 名…こども園こどまり（仮）
　　　運営法人…社会福祉法人みちのく会
　　　所 在 地…中泊町大字小泊字砂山1142
【保護者説明会】
　　　開催日時…令和５年１月６日㈮　午後６時30分から
　　　場　　所…日本海漁火センター　第１研修室

国保加入者の皆様へ 町民税・県民税申告相談
が始まります

問  税務課課税係 内  1212
問  マイナンバー総合フリーダイヤル ☎  0120－95－0178
問  町民課国保年金係 内  1316

セルフメディケーションとOTC医薬品の普及

令和５年度 小泊地域の保育施設運営法人を決定しました

問  町民課国保年金係 内  1316

問  福祉課福祉係 内  1516

償却資産の申告は１月31日まで
問  税務課課税係 内  1213
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　今月は、中里地域の上高根地区・薄市地区・今泉地区の活動を紹介します。

中泊町兼任集落支援員事業
問  総合戦略課企画係 内  2023

上高根地区

薄市地区

今泉地区

■兼任集落支援員…古川　 進（高寿荘運営委員会　管理・会計）
■事業開始年度……令和３年度
　　　　　　　…… 地区住民が集まって話し合うことや共同作業をする機会

が減少し、コミュニケーションが希薄になっていたため。
■地区の課題……… ・空き家の増加
　　　　　　　　　・集会所の維持・管理が困難になってきた
　　　　　　　　　・ 地区懇談会の参加者が少なく、活発な意見交換ができ

ない
　　　　　　　……１．地区の除草作業
　　　　　　　　　２． 集会所周辺の環境整備
　　　　　　　　　３．高齢者世帯を中心とした除雪作業
　　　　　　　　　４．ごみ集積所の設置
　　　　　　　…… 本事業を継続していき、住民が協力・助け合って安心し

て暮らせる地区にしたい。

上 高 根 地 区

古川　　進さん

髙杉　正弘さん
（高寿荘運営委員長）

旧中里高校

■事業を取組む
　に至った経緯

■令和４年度の
　主な活動

■目指す地区の
　将来像

中　里　地　域
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　税務署では、自宅などからのスマートフォン（スマ
ホ）などによる電子申告（e-Tax）を推進しています。ス
マホを利用したe-Tax申告の流れは次のとおりです。

ＳＴ ＥＰ１…国税庁ホームページの「確
定申告書等作成コーナー」へアクセス

ＳＴ ＥＰ２…送信方法（次の①または②）
を選択

　　① マイナンバーカード方式…「マイナポータルア
プリ」をインストールし、マイナンバーカード
をスマホで読み取り

　　② ＩＤ・パスワード方式…税務署が発行した「Ｉ
Ｄ・パスワード方式の届出完了通知」をお持ち
の方はＩＤ（利用者識別番号）とパスワード（暗
証番号）を入力

ＳＴ ＥＰ３…収入や控除金額などを入力（源泉徴収票
を撮影すれば内容を自動入力できます。また、青
色申告決算書や収支内訳書がスマホで作成可能に
なりました）

ＳＴＥＰ４…申告内容の事前確認・送信
Ｓ Ｔ ＥＰ５…送信した申告内容の帳票ＰＤＦを保存・

確認

　くわしくは、国税庁ホームページに掲載しています
のでご覧ください。
　新型コロナウイルス感染症などの感染防止になりま
す。自宅などでいつでも申告ができますので、スマホ
を利用したe-Tax申告をぜひご利用ください。
　税務署では申告書作成会場を次のとおり開設します。
〇開設場所…五所川原税務署２階
〇開設期間…令和５年２月16日㈭ ～ ３月15日㈬
　　　　　　　〈土、日、祝日を除く〉
〇開設時間…午前９時～午後５時（受付は午後４時まで）
※ 申告書作成会場の混雑緩和のため、会場への入場に

は「入場整理券」が必要です。
　 　入場整理券は会場で当日配付しますが、配付状況

に応じて、後日の来場をお願いすることがあります。
　 　ＬＩＮＥを通じたオンラインによる事前発行も可

能です。（事前発行可能期間が設けられています）
　 　また、申告書作成会場では、ご自身のスマートフ

ォンやタブレットを使用して申告書を作成していた
だきます。スマートフォンなどとマイナンバーカー
ド（マイナンバーカードの発行時に設定した暗証番
号を含む）をお持ちの方は、ご持参ください。

１ 対象者
　⑴ 建築技術者の方、施工管理・工事監理

を行う方、設計を行う方、検査機関や
行政の方など、住宅の新築やリフォー
ム工事に携わる方

　⑵ 住まいの断熱や気密、断熱材の施工に
ご興味のある方

２ 講習会内容
　 　快適な住まいのための断熱・気密・換

気性能の大切さや住宅用断熱材の望まし
い施工方法を、実演を交えて紹介します。

３ 日時場所など
　　令和５年２月16日㈭
　　　午後１時30分～午後３時30分
　　役場２階委員会室　定員30名
４ お申込み方法
　 　講習会事務局あてに受講申込書をご送

付ください。受付後、受講票を返送いた
します。なお、本講習会は事前申込み優
先です。事前申込み者数が定員に満たな
い場合のみ、当日、事前申込みなしの参
加を受け付けます。県庁ＨＰから事前申
込み状況の確認や受講申込書のダウンロ
ードができます。事前申込みの締切は、
２月13日㈪午後５時です。

５ その他
　 　本講習会は、建築CPD情報提供制度、

JIACPD制度、建築士会CPD制度、建築
設備士関係団体CPD制度、APECアーキ
テクト、APECエンジニア、建築・設備
施工管理CPD制度の共通認定プログラ
ムです。（2単位）

６ 講習会事務局
　 青森県県土整備部建築住宅課住宅企画グ

ループ
　〈電話〉⓪❶❼－❼❸❹－❾❻❾❺
　〈Fax〉⓪❶❼－❼❸❹－❽❶❾❼
　〈メ ール〉sumai-support-aomori@

pref.aomori.lg.jp

　　講習会HP

■兼任集落支援員…下山　フミ子（薄市自治会 副会長）
■事業開始年度……令和４年度
　　　　　　　…… 年々地区の共同作業（側溝清掃や草取り）が減少し、住民

同士のコミュニケーションが不足していた。昔のように、
皆で取り組めることができればと思い実施することにし
た。

■地区の課題……… ・高齢者単身世帯の増加に伴い、孤立化が懸念される。
　　　　　　　　　・空き家の増加
　　　　　　　……１．集落点検
　　　　　　　　　２．ごみ集積所の設置
　　　　　　　　　３．共同作業の実施（除草作業）
　　　　　　　　　４．蜂の巣の駆除
　　　　　　　…… 住民同士の声掛けは非常に大切だと感じている。
　　　　　　　　　 共同作業やイベント実施の声掛けをすると、喜んで参加

してくれる人もいる。
　　　　　　　　　皆で協力し合い、仲良く暮らしていければいいと思う。

■兼任集落支援員…白川　敏文（今泉町内会 役員）
■事業開始年度……令和３年度

　　　　　　　…… 本事業で地区の現況を調査し、地区が抱える課題を解決
していきたいと思ったから。

■地区の課題……… 空き家・空き地の増加
　　　　　　　　　 地区環境整備（空き家や空き地などにおける、劣化や荒

れ地が増加し、地区の景観を損ねている）

　　　　　　　……１．空き家・空き地の調査
　　　　　　　　　２．地区除草作業
　　　　　　　　　３．高齢者見守り活動

　　　　　　　…… 人口減少・少子高齢化が進む中で、地区住民が協力し合
い、安心・安全な暮らしができる地区にしたい。

薄　市　地　区

今　泉　地　区

白川　敏文さん

青山　光明さん
（今泉町内会 副会長）

下山フミ子さん

成田　　稔さん
（薄市自治会長）

五所川原税務署からのお知らせ
問  五所川原税務署 ☎  34－3136

「住宅用断熱材の施工実
演講習会」を開催します

☎  017－734－9695
問  青森県県土整備部建築住宅課住宅企画グループ

■事業を取組む
　に至った経緯

■事業を取組む
　に至った経緯

■令和４年度の
　主な活動

■令和４年度の
　主な活動

■目指す地区の
　将来像

■目指す地区の
　将来像
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図書館情報

小泊消防署 ☎64－2375中里消防署 ☎57－2370災害情報テレホン ☎34－2323五消本部病院照会 ☎34－4999火事・救急・救助は119番

１
１
９ 

－

消
防
＆
救
急

－

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
年
末
年
始
は
と
く

に
家
庭
で
火
気

を
使
用
す
る
機

会
が
多
く
な
り

ま
す
。
火
の
元

に
は
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

　

現
在
、
全
国
的
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
流
行
の
第
８
波
が
本
格

化
し
、
県
内
で
も
予
断
を
許
さ
な

い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

１
月
は
新
年
会
な
ど
の
会
食
、

イ
ベ
ン
ト
、
さ
ら
に
は
帰
省
な
ど

人
と
接
す
る
機
会
が
増
え
る
と
思

い
ま
す
。

　

会
食
を
行
う
際
に
は
感
染
リ
ス

ク
が
高
ま
ら
な
い
よ
う
感
染
防
止

対
策
が
講
じ
ら
れ
た
飲
食
店
な
ど

を
利
用
し
、
食
事
中
以
外
の
マ
ス

ク
の
着
用
な
ど
感
染
防
止
対
策
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
帰
省
も
同
様
に
、
帰
省
者

の
健
康
状
態
の
確
認
な
ど
、
場
面

に
応
じ
た
対
策
を
徹
底
し
ま
し
ょ

う
。

・
マ
ス
ク
の
適
切
な
着
用

・
人
と
の
距
離
の
確
保

・
手
洗
い
や
手
指
消
毒

・
こ
ま
め
な
換
気

　

冬
は
ど
う
し
て
も
窓
を
閉
め
切

る
こ
と
で
室
内
の
換
気
が
悪
く
な

り
が
ち
で
す
が
、
こ
れ
ら
を
徹
底

す
る
こ
と
が
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
の

防
止
に
効
果
的
で
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
化
さ
れ
、
15
年
以
上
が
経
ち

ま
し
た
が
、
住
宅
火
災
で
の
死
傷

者
は
全
国
的
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
各
ご
家
庭

へ
の
設
置
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
設
置
率

は
低
い
状
況
で
す
。

　

住
宅
火
災
に
よ
る
逃
げ
遅
れ
を

な
く
す
た
め
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
、
ま
た
設
置
さ
れ
て
い
る

ご
家
庭
は
定
期
的
な
点
検
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

博
物
館
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
で
「
中
泊
地
域
の
衣
・
食
・

住
」
を
学
習
後
、
常
設
展
示
室
で
実
物

を
確
認
し
ま
し
た
。

◆
謎
多
き
大お

お
い
し
ぶ
が
く
り
ゅ
う

石
武
学
流
の
系
譜
!

　

津
軽
地
方
特
有
の
庭
園
様
式
「
大
石

武
学
流
」
の
宗
家
「
高た

か
は
し
て
い
ざ
ん

橋
亭
山
」
は
、

近
年
の
調
査
に
よ
っ
て
、
江
戸
後
期
の

高た
か
は
し
ご
ん
の
じ
ょ
う

橋
権
之
丞
な
る
人
物
が
初
代
、
そ
の

子
米よ
ね

五ご

郎ろ
う

が
２
代
目
を
継
承
し
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
米
五
郎
に
は
、
権ご
ん

之の

進し
ん

・
八や

十そ

太た

と
い
う
子
が
い
ま
し
た

が
、
宮
越
家
で
八
十
太
、
井
沼
家
で
権

之
進
か
ら
の
書
簡
が
発
見
さ
れ
、
い
ず

れ
も
「
亭
山
」
を
名
乗
っ
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

　

宮
越
家
庭
園
は
、
米
五
郎
が
手
掛
け

た
こ
と
が
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
権

之
進
の
手
紙
か
ら
井
沼
家
庭
園
も
武
学

流
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
興
味
深
い
こ
と
に
、
手
紙
の
末
尾

に
「
木き

〇ま
る

様
」
に
行
く
予
定
で
あ
る
か

ら
、
そ
の
つ
い
で
に
伺
い
た
い
と
い
っ

た
旨
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。「
木
〇
」

と
は
、「
木き
じ
る
し印
」
加か

藤と
う

八は
ち

右え

衛も

門ん

別
家
、

加
藤
八は
ち

治じ

郎ろ
う

家
で
す
。
こ
う
し
た
こ
と

か
ら
、
八
治
郎
家
庭
園
も
、
大
石
武
学

流
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
権
之
進

の
手
紙
の
前
後
、
明
治
15
年
、
三
河
出

身
の
放
浪
の
画
家
蓑み
の
む
し
さ
ん
じ
ん

虫
山
人
が
八
治
郎

家
を
訪
れ
、
そ
の
庭
を
絵
に
残
し
て
い

ま
す
。
武
学
流
の
特
徴
は
見
出
し
難
い

で
す
が
、
こ
う
し
た
絵
画
資
料
か
ら
、

庭
園
史
を
研
究
す
る
の
も
面
白
い
試
み

だ
と
思
い
ま
す
。

◆ 

冬
の
企
画
展
「
あ
の
日
あ
の
瞬と

間き

―

写
真
が
語
る
中
泊
―
」
開
催
!

　

明
治
〜
平
成
に
か
け
て
撮
影
さ
れ
た

中
泊
の
風
景
・
人
物
を
通
し
て
、
近
現

代
の
中
泊
を
振
り
返
り
ま
す
。

日
時
…
１
月
14
日
㈯
〜
３
月
26
日
㈰
・

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
45
分
／
休
館
日

…
毎
週
月
曜
・
第
４
木
曜
・
祝
日
／
入

館
料
…
通
常
料
金（
一
般
200
円
、
高

校
・
学
生
100
円
、
小
・
中
学
生
50
円
）

◆
武
田
小
校
外
学
習
!

　

こ
の
ほ
ど
武
田
小
３
・
４
年
生
が
、

○一般・テーマ
　《笑いのビタミン、補給しませんか？》
　 　初笑いを図書館で！思わず笑ってしまうような本

を集めました。
○児童・テーマ
　　《冬、クリスマスの絵本》（前号引続き）
　 　冬にぴったりの絵本、クリスマス絵本を集めまし

た。

『老害の人』 内館　牧子　講　談　社
『フランスの町の夜』 遠藤　周作　河出書房新社
『今日からはじめる農家の事業承継』 伊東悠太郎　家の光協会
『こりずにわるい食べ物』 千早　　茜　集　英　社 
『おうちで作れるカフェのお菓子』 山村　光春　世界文化社
『ここから見えるもの』 マリアナ・レーキー　東 宣 出 版

『かぼちゃスープのおふろ』 柴田ケイコ　小　学　館
『うさぎタウンのパン屋さん』 小手鞠るい　講　談　社 
『ひこぼしをみあげて』 瀧羽　麻子　偕　成　社 
『ひ・る・ご・は・ん』 武田　美穂　ほるぷ出版 
『ティーパーティで大事件！』 さこももみ　講　談　社

　12月３日㈯総合文化センターパルナ
ス２階研修室で「お正月飾り作り講座」
を行いました。最初はお正月飾りの縄を
編むのに悪戦苦闘していましたが、一作
品目の飾り付けが終わったころには、
段々と慣れて、縄の編み方が上手になり、
自分好みの素敵なお正月飾りができあが
っていました。
　「楽しい」「来年もやりたい」「もっと
作りたい！」という声が多数あがりまし
た。

　採用されるための就職活動のポイント（仕事の探
し方・応募書類の作成・面接など）を、45歳以上の
方に特化した内容のセミナーを実施します。
　参加申込みは電話またはメールで。
■開催日・会場
　　弘前会場…令和５年１月23日㈪
　　　　弘前市総合学習センター4F第４研修室
　　青森会場…令和５年１月24日㈫
　　　　リンクモア平安閣市民ホール　会議室
■時間…午後１時30分～午後３時
　　　　（その後希望者個別相談 午後３時30分～午後５時）
■参加料…無料　
　※ 当セミナーは、雇用保険受給資格者の求職活動

として認められます。
■申込み先…ネクストキャリアセンターあおもり
　　　　e-mal：chuukounen@ims-hirosaki.com

　冬期間は気温の低下により水道管の凍結や破
損が予想されます。水道が凍結すると、水が出
なくなるばかりではなく、修理の費用がかかり
ます。
　外気温がマイナス４℃以下になったときや
「真冬日」（１日中外気温が氷点下の日）が続い
たとき、おやすみ前や旅行などで家を留守にす
るなど、長時間水道を使用しないときなどは特
に注意が必要です。
　凍結修理は、次の協会または指定給水装置工
事事業者にご依頼ください。
中里 地域… 中泊町管工事業協会事務局 ㈱竹内

組内　担当 秋元 ℡⓪❽⓪－❷❸❻❺－⓪❼❼❺
小泊地区…有限会社長谷川水道　　℡❻❹－❷❷⓪❷
　　　　　有限会社マルミ工業社　℡❻❹－❸❺❼❼
※ 修理費用は、お客さまと指定工事事業者の間

で取り決めていただくことになります。

VOL.136

【
☎
69－

１
１
１
１
】

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
率
100
％

の
町「
な
か
ど
ま
り
」を
目
指
し
て
!

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
注
意
喚
起

火
事
の
な
い
明
る
い
年
を

感
染
防
止
対
策

今月のMiniコレクション

新 刊 情 報  [ 一 般 ]

新 刊 情 報  [ 児 童 ]

話　　　題

中高年のための
「再就職支援セミナー」開催

水道管の凍結にご注意を！

問  ネクストキャリアセンターあおもり ☎  017－723－6350

問  上下水道課工務係 ☎  57－2350

☎  69－1111

蓑虫山人によって描かれた加藤八治郎家庭園
（青森県立郷土館 ❷⓪⓪❽『蓑虫山人と青森』より転載）
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昭
和
37
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
54

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
を
対
象

に
、
風
し
ん
追
加
的
対
策（
抗
体
検

査
・
予
防
接
種
）の
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
ご
自
分
や

家
族
、
子
ど
も
や
お
孫
さ
ん
を
守
る

た
め
に
、
早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

【
無
料
ク
ー
ポ
ン
使
用
期
限
】

　

令
和
５
年
３
月

い
の
が
肺
炎
球
菌
に
よ
る
も
の
で
す
。

肺
炎
予
防
の
た
め
、
高
齢
者
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
定
期
接
種
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
す
る
こ
と
で
、
肺
炎
球
菌
に
よ

る
肺
炎
な
ど
の
感
染
症
を
予
防
し
、

重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

町
で
は
対
象
者
に
助
成
を
実
施
し
て

い
ま
す
の
で
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
し

ま
し
ょ
う
。

【
対
象
者
】

　

今
ま
で
、
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防

接
種
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
、
次
の

①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
人

① 

65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、
85

歳
、
90
歳
、
95
歳
、
100
歳
の
人

② 

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
・

腎
臓
・
呼
吸
器
の
機
能
お
よ
び
ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
ィ
ル
ス
で
免
疫
機

能
に
障
害
が
あ
る
人（
障
害
者
手

帳
内
部
疾
患
１
級
の
人
）

＊ 
年
齢
…
令
和
５
年
３
月
31
日
時
点

で
の
満
年
齢
で
す
。

【
助
成
な
ど
】

　

接
種
料
金
の
う
ち
、
町
が
3
，０

０
０
円
を
助
成
し
ま
す
。（
残
額
は
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。
自
己
負
担
分

は
、
各
医
療
機
関
に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
）

※ 

対
象
者
に
は
４
月
に
通
知
し
て
い

ま
す
が
、
予
診
票
な
ど
を
紛
失
し

た
方
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

日
本
人
の
死
因
第
５
位
の
肺
炎
。

そ
の
肺
炎
で
亡
く
な
る
方
の
約
95
％

が
65
歳
以
上
で
す
。
そ
し
て
最
も
多

【
実
施
場
所
】

　

本
事
業
に
参
加
し
て
い
る
全
国
の

協
力
医
療
機
関
で
検
査
、
予
防
接
種

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
で
き
ま
す

【
実
施
方
法
】

　

抗
体
検
査
を
受
け
、
予
防
接
種
が

必
要
な
方（
免
疫
が
足
り
な
い
方
）に

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
ま
す
。
ク
ー
ポ

ン
を
紛
失
し
た
方
に
は
、
再
発
行
し

ま
す
の
で
、
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

外崎桜
さ
千
ち

 ちゃん
（富 野）

古川瑛
えい
人
と

 ちゃん
（五 林）

福士蓮
れ
織
お

 ちゃん
（派立上）

鈴木飛
あすと
翔 ちゃん

（田茂木）
木村麻

あ
紗
さ
南
な

 ちゃん
（派立上）

北畠望
も
愛
あ

 ちゃん
（薄市上）

工藤亜
あ
美
み

 ちゃん
（今泉下）

小野凜
りん
香
か

 ちゃん
（下高根）

成田凛
り
空
く

 ちゃん
（薄市下）

高
齢
者
肺
炎
球
菌

予
防
接
種
！

男
性
の
風
し
ん
抗
体
検

査
、
予
防
接
種

む
し
歯
の
な
い
子
の
紹
介

１
歳
６
か
月
児
健
診
に
て

（
12
月
８
日
実
施
）

★
家
族
み
ん
な
で
虫
歯
予
防
！

　
お
子
さ
ん
の
き
れ
い
な
歯
を

　
守
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

※ 

今
回
の
健
診
で
は
対
象
者
全
員
が
む

し
歯
ゼ
ロ
で
し
た
！

風
し
ん
の
追
加
的
対
策

検
索

【新型コロナワクチン接種に関するお知らせ】

オミクロン株対応ワクチン接種

　町が実施するオミクロン株対応ワクチン接種は、次の
日程を持ちまして終了となります。
　今後、接種を希望する方は、県の「広域接種」や五所
川原市などで実施している住所地外接種を利用すること
となります。

●オミクロン株対応ワクチン接種 最終日程
　集団接種 （パルナス）……令和５年１月９日（月･祝）
　個別接種 （かなぎ病院）…令和５年１月30日（月）

中泊町新型コロナウイルスワクチン
接種支援対策室（役場 町民課内）

＊年末年始（❶❷月❷❾日～　
　　１月３日）は問合せ不可
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02
3.

1 水

2 木

3 金

4 土

5 日

6 月

7 火

8 水

9 木

10 金

11 土 10：00～15：00
イガ米～きてけフェア

（県観光物産館アスパム）

12 日 10：00～15：00
イガ米～きてけフェア

（県観光物産館アスパム）

13 月

14 火

15 水

2　月
16 月

17 火

18 水

19 木

20 金

21 土

22 日 10：00～15：00 なかどまり新春フェスタ

23 月

24 火

25 水

26 木

27 金

28 土 10：00～

はあと屋3と朗読ユニット〈ひそか〉
　のおはなし会スペシャルVer

（総合文化センター「パルナス」）

29 日

30 月

31 火

1　月

（
11
月
届
出
分
）

佐
々
木　

澪み
お 

（
女
・
誠
哉
） 

下
高
根

水
上　

千せ

冬と 

（
女
・
雅
広
） 

若
葉
町

　

米　

塚　
　
　

兄 

（
下
豊
岡
）

　

松　

橋　

美　

穂 

（
薄
市
下
）

　

野　

上　

賀　

生 

（
五　

林
）

　

山　

本　

夏　

恋 

（
宮
野
沢
）

　

田　

中　
　
　

祥 

（
豊　

島
）

　

蝦　

名　

詩　

織 

（
つ
が
る
市
）

　

小　

野　

秀　

斗 

（
下
高
根
）

　

山　

本　

知　

奈 

（
弘
前
市
）

　

坂　

本　

哲　

史 

（
大
阪
府
）

　

太　

田　

沙　

紀 

（
温
泉
町
）

　

大　

湯　

誠　

也 

（
弘
前
市
）

　

太　

田　

晶　

子 

（
下
前
中
）

田　

中　

柳　

子 

81 

（
豊　

島
）

鈴　

木　

鉄　

男 

85 

（
芦　

野
）

田　

中　
　
　

秀 

81 

（
大
沢
内
）

外　

崎　

義　

信 

80 

（
二
タ
見
）

井　

沼　

ミ
ツ
エ 

84 

（
尾　

別
）

古　

川　
　
　

一 

84 

（
尾　

別
）

下　

山　

富　

子 

78 

（
薄
市
上
）

川　

越　

キ
ヱ
子 

85 

（
八　

幡
）

宮　

越　

ミ
チ
エ 

83 

（
尾　

別
）

橋　

本　

富
美
代 

88 

（
浜　

町
）

成　

田　

昭　

子 

78 

（
若
葉
町
）

長
谷
川　

な
つ
ゑ 

90 

（
浜　

町
）

久
保
田　

永
太
郎 

96 

（
小
泊
派
立
）

永　

坂　

雅　

樹 

64 

（
折　

戸
）

11月末現在（前月比）

人　口 10,050人（－31）
中里地域7,445人/小泊地域2,605人
　男　 4,725人（－８）
　女　 5,325人（－23）
世帯数 4,988（－13）
出 生　２  ／  死 亡　18
転 入　10  ／  転 出　25

人のうごき

（（（（（（

戸
籍
の
窓
口

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す



　
　

米　

塚　

美　

穂

　
　

モ　
　
　
　
　

コ

大
沢
内

　
　

大　

川　

奏　

多

　
　

大　

川　

澄　

晴

　
　

上　

野　

ゆ
き
ね

　
　

木　

村　

明
日
香

　
　

木　

村　

柚　

姫

尾
　
別

　
　

海　

野　

祐　

子

　
　

三　

浦　

憲　

子

　
　

山　

中　

大　

雅

　
　

山　

中　

唯　

華

高
　
根

　
　

佐
々
木　

伸　

子

　
　

畠　

山　

生　

美

田
茂
木

　
　

か 

ず 

と 

す 

み

富
　
野

　
　

大　

川　

昌　

子

　
　

大　

川　

晃　

生

　
　

大　

川　

生　

真

　
　

大　

川　

真　

子

豊
　
岡

　
　

長　

利　

謙　

二

　
　

長　

利　

富
士
子

中
　
里

　
　

五
十
嵐　
　
　

弘

　
　

五
十
嵐　

浩　

乃

　
　

小　

野　

元　

尚

　
　

小　

野　

裕
美
子

　
　

小　

野　

向
日
葵

　
　

小　

野　

穣
太
朗

　
　

加　

藤　

翔　

也

　
　

加　

藤　

優　

弥

　
　

加　

藤　

有　

吾

　
　

加　

藤　

十
和
子

　
　

横　

山　

ひ
で
き

五
所
川
原
市

　
　

吉　

田　
　
　

暉

つ
が
る
市

　
　

秋
田
谷　

琉
太
郎

【
企
業
・
団
体
名
】

小
泊
地
域

　
　

小
泊
漁
協
婦
人
部

　
　

小
泊
モ
ー
タ
ー
ス

　
　

旅
館
津
軽
小
泊
館

中
里
地
域

　
　

㈲ 

大 

川 

造 

園

　
　

教
育
委
員
会
一
同

　
　

け 

い 

美 

容 

室

　
　

㈱ 

紅 

葉 

住 

建

　
　

坂　

田　

旅　

館

　
　

耕 

フ 

ァ 

ー 

ム

　
　
ち
ょ
い
呑
み・ぷ
ら
っ
と

　
　
㈲
中
里
中
央
モ
ー
タ
ー
ス

　
　

な
か
さ
と
ド
ラ
イ

　
　

中　
里　
町　
婦　
人　
会

　
　

福　

助　

旅　

館

　
　

㈲ 

丸 

善 

運 

送

青
森
市

　
　

㈱
ナ
カ
ム
ラ
技
研

五
所
川
原
市

　
　

㈱ 

ア 

ジ 

デ 

ン

　
　

い 

な 

み 

文 

具

　
　

齋 

勝 

建 

設 

㈱

　
　

㈱
外
崎
配
管
設
備

他
匿
名
希
望
の
方
13
名

【
個
人
】

小
泊
地
域

小
　
泊

　
　

秋　

元　

英　

子

　
　

睦
丸　

橋
本
章
司

　
　

横　

野　

哲　

子

下
　
前

　
　

あ 

お 

い
な 

ぎ 

さ

　
　

ゆ 

う 

と 

と 

も

中
里
地
域

芦
　
野

　
　

秋　

元　

智　

子

　
　

川　

島　

勝　

義

　
　

川　

島　

紀　

子

　
　

川　

島　

大　

一

今
　
泉

　
　

今　

本　

守　

一

　
　

今　

本　

和　

子

　
　

小
山
内　

咲
心
羽

　
　

小
山
内　

愛
華
羽

　
　

小
山
内　

夢
芽
羽

　
　

小
山
内　

偉
羽
武

　
　

澤　

田　

大　

樹

　
　

澤　

田　

恵
里
加

　
　

三　

上　

繁　

孝

　
　

三　

上　

睦　

男

　
　

三　

上　

フ
ヂ
子

　
　

三　

上　

倫
理
子

　
　

三　

上　

晃
太
朗

　
　

三　

上　

み
さ
き

薄
　
市

　
　

小　

寺　

桜　

愛

　
　

小　

寺　

隆　

斗

　
　

伏　

見　

優　

汰

　
　

伏　

見　

啓　

汰

　
　

伏　

見　

奈　

穂

　
　

松　

橋　

尚　

子

　
　

加　

藤　

有　

騎

　
　

加　

藤　

ふ
み
ゑ

　
　

古　

川　

勝　

文

　
　

古　

川　

美
枝
子

　
　

古　

川　

英　

樹

　
　

古　

川　

美　

幸

　
　

古　

川　

い
ろ
は

　
　

古　

川　

こ
と
は

　
　

今　
　
　

桜
志
朗

　
　

今　
　
　

小　

梅

　
　

今　
　
　

衣　

桃

　
　

森　
　
　

為　

允

　
　

山　

内　

梨　

愛

　
　

山　

内　

結　

愛

長
　
泥

　
　

三　

上　
　
　

孝

　
　

三　

上　
　
　

和

　
　

三　

上　
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頑張れ中泊！

2022ウインター花火＆イルミネーション開催！

約300発の花火が

夜空に打ちあがりました！

ご来場の方に手指消毒をお願いしました イルミネーションに興味津々 マグロ漬け丼が振る舞われました

町内に希望と元気を届ける

　今年もウインター花火＆イルミネーション点灯式が12月２日㈮にすくすくこどまり館、12月４日㈰に役場前特
設会場で行われました。
　この企画は、「頑張れ中泊!プロジェクト実行委員会」（委員長・野宮直仁）により実施されています。
　点灯式開始前には中泊さかなプロダクツ協議会特製のマグロ漬け丼が振る舞われました。点灯式では町長や実行
委員らがカウントダウンに合わせてスイッチを押し、鮮やかな彩りの電球が点灯しました。また、今年も皆さんか
らの一口500円の寄付を募集し、ワンコイン花火を実施しました。集まった人たちは感嘆の声を漏らしながら冬の
夜空に打ちあがった花火を見上げていました。
　町長は「花火とイルミネーションで町がもっと元気になってほしい」と期待を込めていました。
　イルミネーションは令和５年１月中旬頃までの間、両会場ともに毎日午後５時から午後９時まで点灯しています。

頑張れ中泊！2022ウインター花火＆イルミネーション点灯式 "ワンコイン花火" へのご協力ありがとうござい
ました！
　寄付金は123件の方々から548口いただき、総額274,000円となり、12月２日㈮の小泊会場、４日㈰の中里会場で実
施した “ワンコイン花火” へと活用させていただきました。“ワンコイン花火” にご理解を示してくださった大勢の方々に
は厚く御礼申し上げます。寄付者一覧は次の通りです。　 ※希望者のみ掲載しております。　（五十音順）

　頑張れ中泊！プロジェクト実行委員会　事務局：株式会社アクトプラン
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頑張れ中泊！2022
ウィンター花火＆イルミネーションでは
たくさんの方々にご協賛いただきました

マイナンバーカード取得率
（令和４年11月末）

66.2%（6,799人）
前月から3.2％↑

くらしが豊かになるマイナンバーカード
早めの取得を！
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